




病
院
で
で
き
る
こ
と
・
予
防
と
対
策

特集
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C
O
P
D
っ
て

ど
ん
な
病
気
？

C
O
P
D（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）は
主

に
長
年
の
喫
煙
や
大
気
汚
染
な
ど
に
よ

る
有
害
物
質
の
吸
入
で
肺
や
気
道
に
慢

性
的
な
炎
症
が
起
こ
り
、肺
の
組
織
が

破
壊
さ
れ
、空
気
の
通
り
道
が
狭
く
な
っ

た
り
、肺
に
空
気
が
た
ま
っ
た
ま
ま
に
な

る
な
ど
で
空
気
の
出
入
り
が
悪
く
な
る

病
気
で
す
。初
期
の
症
状
は
軽
い
咳
や
痰
、

ほ
う
っ
て
お
く
と

・息切れの症状が急に悪化した

・咳や痰が普段より増えた、色が変わった

・呼吸が苦しくて動けなくなることがある

・身体がだるく、疲れやすい

・体重が急に減ってきた

・チアノーゼ（唇や指先が青紫色になる）が
  見られる

血
液
検
査
や
皮
膚
プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
で
、ど
の

物
質
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
示
す
か
を
調
べ

ま
す
。検
査
結
果
を
も
と
に
原
因
を
特
定
し
、

症
状
に
合
っ
た
治
療
法
や
日
常
生
活
で
の
対

策
を
提
案
し
ま
す
。正
確
な
診
断
が
治
療
の

第
一
歩
で
す
。

禁
煙
外
来
で
は
、専
門
医
が
ニ
コ
チ
ン
依
存
の

程
度
を
評
価
し
、薬
物
療
法
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
て
禁
煙
を
支
援
し
ま
す
。

個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
成
功
率
を
高
め
、健

康
維
持
や
病
気
予
防
に
役
立
て
ま
す
。

呼
吸
機
能
検
査
は
、肺
に
ど
れ
だ
け
空
気
が

入
り
、ど
れ
だ
け
速
く
吐
き
出
せ
る
か
を
測

る
検
査
で
す
。気
管
支
ぜ
ん
そ
く
や
C
O
P
D

な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
の
診
断
や
治
療
効
果
の

評
価
に
役
立
ち
ま
す
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
検
査
は
、肺
や
心
臓

の
内
部
を
詳
し
く
画
像
で
調
べ
る
検
査
で
す
。

肺
炎
や
肺
が
ん
、気
胸
な
ど
の
病
気
を
早
期

に
発
見
し
、病
態
の
把
握
や
治
療
計
画
の
立

案
に
役
立
ち
ま
す
。痛
み
も
な
く
短
時
間
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

ほこりやカビを減らすことで
呼吸器への負担を軽減し、
病気の予防につながります。

咳が続くと「まだ風邪が治らないだけ」と思いがちですが、重大な病気のサインかもしれません。
気になる症状があるときは、早めに医療機関へご相談ください。

最後に

ア
レ
ル
ギ
ー
検
査（
血
液
検
査
）

禁
煙
外
来

呼
吸
機
能
検
査（
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
）

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン・C
T
検
査

室内の換気と掃除をこまめに

正しく装着し、湿度を保つこ
とで喉や気道の乾燥を防ぎ、
咳の予防にもつながります。

マスクの活用で花粉・ハウスダストをブロック

外出後や食事前に手洗いう
がいを徹底し、風邪やウイル
スの侵入を防ぎましょう。

風邪予防のための手洗い・うがいの徹底

喫煙は肺機能を低下させ、呼
吸器疾患を悪化させます。早
めの禁煙が健康維持の第一
歩です。

喫煙者は禁煙の検討を

・咳が2週間以上続く

・血の混じった痰が出る

・高熱が続き、寒気や倦怠感が強い

・呼吸が苦しくなったり、息切れがひどい

・胸の痛みや圧迫感を感じる

息
切
れ
な
ど
で
す
が
、進
行
す
る
と
呼

吸
が
困
難
に
な
り
、日
常
生
活
に
大
き

な
支
障
を
き
た
し
、重
症
化
す
る
と
生

命
に
も
関
わ
り
ま
す
。

放
置
す
る
と
症
状
が
慢
性
化
し
、咳
ぜ

ん
そ
く
や
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
に
進
行
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
可
能
性
も
。

感
染
症
が
原
因
の
咳
に
は
、風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

多
く
、咳
や
痰
、発
熱
、全
身
の
だ
る
さ
を

伴
い
ま
す
。百
日
咳
は
特
に
激
し
い
咳
発

作
が
特
徴
で
、子
ど
も
や
高
齢
者
は
重
症

化
し
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。肺

炎
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
肺
に
感
染
し
、

長
引
く
咳
や
痰
、発
熱
、胸
の
痛
み
を
伴

い
ま
す
。ま
た
、慢
性
的
な
咳
の
他
、血
痰

を
伴
う
場
合
は
結
核
が
疑
わ
れ
る
の
で

早
期
受
診
が
重
要
で
す
。

感
染
症
に
よ
る
咳
を
放
置
す
る
と
、肺
炎

や
気
管
支
炎
に
悪
化
し
や
す
く
、慢
性
化

し
て
呼
吸
機
能
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。さ
ら
に
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、

重
症
化
す
る
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。早

期
の
診
断・治
療
が
重
要
で
す
。

感
染
症
に
よ
る

咳
っ
て
？

感
染
症
に
よ
る
咳

4

こんな症状は要注意

こんな症状は要注意 ほ
う
っ
て
お
く
と

C
O
P
D

3

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

予防と日常生活の注意

正常な肺とCOPDの肺の比較図

COPDの肺正常な肺

気道が広い 気管支がむくみ
痰も多くなり
気道が狭くなる

肺胞の壁がしっかりしていて
ぶどうの房のようになっている

肺胞が破れ酸素を取り込み
にくくなっている

気管支

肺胞

最
大
の
原
因

喫
煙
！
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私
た
ち
看
護
師
は
、日
々
の
ケ
ア
の
中
で
患
者
さ
ん
の「
呼
吸
の
変
化
」に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。呼
吸
は
、生
命
活
動
の
基
本
。ほ
ん
の
わ
ず
か
な
変
化
で
も
、

体
調
の
悪
化
や
疾
患
の
サ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

• 上体を少し起こす（セミファウラー位）ことで呼吸がしやすくなる
• こまめな口腔ケアで、感染リスクを軽減
• 室内の乾燥を防ぎ、痰が絡みにくい環境づくり
ご家庭でも、姿勢や加湿、定期的な換気を心がけるだけで、呼吸の負担を軽減することがで
きます。

呼吸器疾患をお持ちの患者さんにとって、「息苦しさ」はとても不安な症状です。私
たち看護師は、患者さんの表情やしぐさ、声のトーンなどから不安をくみ取り、安心
して過ごせるよう日々寄り添ったケアを行っています。
患者さんやご家族が「何かおかしい」「気になる」と感じたときに、すぐ相談できる
環境づくりも、看護の大切な役割です。

呼吸のケアは、特別な医療処置だけでなく、日々の小さな気づきと積み重ねが支えています。今後も
看護部では、他職種と連携しながら、患者さんの呼吸と生活の質を支える看護を提供してまいります。

• 息切れの症状が以前より強くなっている
• 呼吸のリズムが不規則、速くなっている
• 咳や痰が増えてきた
• 顔色が悪い、唇が紫がかっている
  気になる症状があれば、自己判断せず、早めの受診をおすすめします。

「ちょっと息苦しそう」「いつもより会話が少ない」「動くのをためらっている」こうし
た小さな変化を早期に見つけ、医師やリハビリスタッフと連携して対応することが、
重症化の予防につながります。

こうした症状の原因を正確に突き止めるために欠かせないのが、画像診

断です。放射線科では、胸部レントゲンやCTなどの検査を通じて、肺や気

道の状態を「見える化」し、医師の診断と治療のサポートを行っています。

こんな変化があったら要注意です！

患者さんに寄り添う「安心の呼吸ケア」

清潔ケアと環境整備で呼吸を楽に

「
い
つ
も
と
違
う
？
」で
気
づ
く

家庭でも以下のような変化に注意してみましょう！

看護の現場では、呼吸を楽にするために、以下のようなケアも大切にしています。

message

看護部からの
メッセージ

呼
吸
の
ト
ラ
ブ
ル

呼
吸
の
ト
ラ
ブ
ル

message

放射線科からの
メッセージ

呼吸がつらい、咳が続く、胸が痛い―。

呼吸器系の診断に用いられる主な検査

放射線科は、目に見えない身体の中の変化を「画像」という形で捉え、病気の早期発見と的確な治
療に貢献しています。呼吸器の不調を感じたときは、まずは医師に相談し、必要に応じて適切な画
像検査を受けることが大切です。

放射線科では、検査機器の操作だけでなく、「患者さんがリラッ
クスして正しい姿勢で検査を受けられること」も重視しています。
特に呼吸器系の検査では、呼吸の静止やタイミング、姿勢のずれ
が画像の質に大きく影響します。そのため、検査中の声かけや補
助も丁寧に行い、できるだけ短時間で、苦痛の少ない検査を心
がけています。

「レントゲンやCTでの放射線が不安」というお声をいただくことも
ありますが、現在の医療用機器は非常に精度が高く、必要最小
限の線量で最大限の情報を得られるよう設計されています。また、
医師が診断上の必要性を判断した上で検査を行いますので、ご
安心ください。ただし、妊娠の可能性のある方は検査することが
できませんのでお申し出ください。

正確な診断には
「良い画像」が不可欠です

被ばくについての
ご心配にお答えします

呼吸器を
「見える化」する
画像診断

胸部
X線（レントゲン）検査

最初に行う検査で、肺炎、結核、
肺気腫、胸水などの異常を早期
に発見する手助けとなります。健
康診断でもよく使われています。

胸部CT検査

レントゲンでは見えない画像、すな
わち輪切りの画像が得られ、肺がん
や間質性肺炎、または造影すること
で肺血栓などの微細な異常も捉え
ることができます。呼吸器疾患の精
密検査に欠かせないツールです。

MRIや
核医学検査（PET）

症例に応じて使用される高度
な検査で、肺がんの転移の確
認や肺の血流評価などに用い
られます。
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